




要 約 

 厚生省新分類に基いて 1977 年以後の症例について活動期から瘢痕期への推移を検討し

た。新分類では瘢痕期 1度を広くとって厳密に0度(正常)と区別したが,この中には正常と

はとんど差のない例が入っていると考えられる。 

 近年の極小未熟児生存率の上昇により,網膜症とくに重症例も増加している。これに対し

て,網膜症を起さない全身管理法の研究と確立を急ぐとともに,低出生体重児の出生予防に

ついて産科医 

と妊婦およびその周囲の人々が全力を尽すことが何よりも重要である。 


